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3．グローバルコミュニケーション

専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

到達⽬標 関係構築するために、基礎的な会話を⾏うことができる

科⽬名

履修年次 2年次 科⽬区分 基礎分野

評価⽅法 筆記試験（100点）

科⽬⽬標 グローバルな関係構築に必要な能⼒を理解することができる

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒

使⽤
テキスト

キュアとホスピタリティの英語（English for Cure and Hospitality Ⅰ） 鷹書房⼸プレス

参考⽂献

教育⽅法と学⽣
への期待

(求めること)

グローバルな関係構築に必要な基礎的能⼒を養って欲しい。グローバル化が進む現代社会に
おいて他国の患者や⼈々と接する機会がますます増えます。そのための英語会話⼒を⾼める
ためにまずは基礎的な英語、⽇常会話を学びます。そして、⽇常の医療・看護の場⾯で役⽴
つ英語会話へとすすめていきます。単語をはじめ、会話、リスニング、⽂法が⾝に付けられ
るようにしていきますので、恥ずかしがらずにとにかくコミュニケーションをとるようにし
ましょう。

回 学習項⽬
授業
⽅法

学習内容

2 基礎英語➁
現在形・過去形・過去完了形を学ぶ
副詞の使い⽅の違い
付加疑問⽂の作り⽅とその答え⽅

講義

1 基礎英語①
⺟⾳・⼦⾳の⾳声の違い
固有名詞を学ぶ
⾃⼰紹介・あいさつ

講義

4 医療英語① 医療現場で⽤いる英語の基礎知識 講義

3 ⽇常会話
⽇常⽣活で使⽤する⾔葉
⾝の回りの品のことを学ぶ

講義

5 医療英語➁ 医療現場で⽤いる英語の実践 講義



6 医療英語③ 看護の場での⽇常⽣活場⾯ 講義

7.5 医療英語⑤ 病院での対応、患者の観察・説明など
講義
演習

7 医療英語④ 看護・医療の場⾯
講義
演習


